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Summary 
In recent years we have witnessed some advances in the study of  “The Great 
Buddha statue and thousand monk society of Higashiyama, Kyoto”《京都東山
大仏千僧会》by Hideyoshi Toyotomi《豊臣秀吉》. On the other hand, the study 
that took up the revival by Kokei《公慶》constituted the main focus of the early 
modern studies regarding “The Great Buddha Statue and thousand monk society 
of the Southern capital Todai-ji Temple”《南都東大寺大仏千僧会》. With regard 
to this, some historical materials and treatise manuscripts that could reveal the 
total picture of this Buddhist memorial service have been announced. However, 
there have been no examinations from the perspectives of Shin-shu (sect)《真
宗》(East-West Hongwan-ji Temple《東西本願寺》) and the Ji-shu (sect) 《時宗》. 
Therefore, I have carried out an examination based on the historical materials 
belonging to the two sects along with those of the Dainembutu-shu (sect)《大念
佛宗》(Yuzu Nembutu-shu (sect)《融通念佛宗》). What I have taken up in this 
essay are the records of the first seven days from April 2 to 8, 1688 of the three 
memorial services for the great Buddha statues. I compared the varying records 
of the same event《同時異筆》. What became clear from my examination is that 
the records were prepared on the sixth day for the East-West Hongwan-ji Temple 
《東西本願寺》, Jodo-shu (sect) of Chinzei group《浄土宗鎮西派》, Dainembutu-shu 
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(sect)《大念佛宗》, and Ji-shu (sect) of Ryouzen group 《時宗霊山派》. But the 
Jodo-shu (sect) of Seizan group《浄土宗西山派》began to record the service on 
the day before, which differs from that of the Chinzei group《鎮西派》. As for 
the Hongwan-ji Temple《本願寺》sect, what stands out is that it is not the main 
Kyoto temples but the temples from the outlying Yamatokoriyama《大和郡山》
area that participated in the services. As for the Ji-shu (sect)《時宗》, only its 
Ryouzen branch《霊山派》participated. It is thought that there was opposition 
from the other groups. As for the Yuzu Nembutu-shu (sect)《融通念佛宗》, its 
name is transcribed as Dainembutu-shu (sect)《大念佛宗》. Many monks from 
this sect participated, revealing that the Nara area (where the memorial service 
took place) constituted “an impregnable castle and moat” for this sect with its 
show of enthusiasm as the new group to participate in the services.
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○島津良子・板東俊彦「玉井家蔵「 仏殿再建記」解説および史料翻刻」 （南都佛教研究會［編集］ 『南都佛
教』八十六・ 十八・八十九・九十二・九十三號、東大寺図書館、二〇〇五・六・七・八・九年各十二月）
○坂東俊彦「東大寺大仏と融通念佛宗─東大寺江戸復興期を中心に─」 （開宗九百年記念・大通上人三百回



































大谷派の大谷大学［編］ 『真宗年表』 （法藏館、一九七三年十一月）には、一六八八（元禄元） 「一般事項」
の四月項に「公慶に勅し東大寺大仏殿を再興させる。 」 、一六九二（元禄五） 「一般事項」の三月項に「東大寺大仏殿再建開眼供養。 」 、一七〇九（宝永六年） 「一般事項」の三月項に「東大寺大仏殿再建供養。 」とはあるものの、 「主要事項」に全て関連記事は無い。
本願寺派の本願寺史料研究所［編纂］ 『本願寺 浄土真宗本願寺派、一九八一年十一月）には、元禄元
（一六八八） 「一般事項」の四月項に「公慶、東大寺大仏殿再興を開始。 」 、元禄五（一六九二） 「一般事項」の三月項に「東大寺大仏殿落成。 」とはあるものの、 「主要事項」に全て関連記事は無い。こちらには、宝永六（一七〇九）の「一般事項」にすら何の記事も無い。
望月華山［編］ 『時衆年表』 （角川書店、一九七〇年一月）には、何の記事も無い。ところが、融通念佛宗教学研究所［編纂］ 『融通念佛宗 表』 （融通念佛宗総本山大念仏寺、一九八二年三










（※「年」の字、 欠） （一七〇九） 「本山関係事項」に「山主大通」 「大
通南都大仏殿の嘉会に請ぜられ導師となり親修（清） 」とあり、 「一般宗教史」にも「東大寺大仏殿落慶供養」とある。この「 （清） 」については、同書巻末記載の凡例 依れば、清原実明稿「融通年
ママ
仏宗年表」の略称、と



































































































































































































































































































































































































































































































































































































る対抗の要素があったのか。但し、後代の法要には「遊行派」 「遊行上人代僧」 ・ 「藤沢派」 「藤沢上人代僧」 、空也僧も参列している。
融通念仏宗は大念仏宗と表記される。先の坂東論文 註に「大通上人が四六世の大念佛寺の住持と った元
禄初年、大念佛宗 末寺の状況は他宗派の僧侶が乱居していたとされ、書き上げられた 侶の名も他宗 を窺わせるようなものもある。 」 （掲載書四六七頁）とある如く、鎮西・西山両派に特有の譽号・空号が見られる。後代の法要になると、参加僧侶も増加する。奈良 宗 と 金城湯池でもあり、新規参入組としての意気込みが感じられる。
それと並んで、新参の黄檗宗の出仕 積極的であり、かつ和尚の記述が詳細である。他の禅宗は宗名も記さ


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【凡例】史料①『大佛殿釿始千僧供養私記』 「諸宗僧名之事」史料Ａ堀由藏［編］ 『大日本寺院総覧』上巻、明治出版（一九 六 九月。名著刊行会、一九七四年二月復刻）史料Ｂ寺院大鑑刊行会［編］ 『寺院大鑑 二巻（近畿・東海・北陸）久遠出版、一九九四年四月史料Ｃ全国寺院名鑑刊行会［編纂］ 『全国寺院名鑑』近畿編、史学センター、 九七六年三月改定版史料Ｄ平凡社地方資料センター［編集］ 『 和・紀伊 院神社大 典』平凡社、一九九七年四月史料Ｅ真宗大谷派宗務所出版部［編集 真宗 谷派寺院名簿』真宗大谷派宗務所 一 十一月史料Ｆ寺院名簿編纂委員会［編］ 『浄土真宗 願寺派 住所録』浄土真宗本願寺派 二〇〇九 十二史料Ｇ融通念佛 教学研究所［編纂］ 『融通念佛宗年表』融通念佛 総本山
 大念仏寺、一九八二年三月、附録「大念仏寺四十五代記録并末寺帳」






















但し、数字に拘るのであらば、天台・真言・浄土（鎮西・西山派） ・東西本願寺（真宗） ・時（霊山派） ・大念仏（融通念
仏） ・禅（黄檗、他）と南都で八宗と考えるのか（つまり南都は一つ） 。南都諸宗を弁別し、禅の中から臨済・曹洞を掻出し、他地域に於いて隆盛を誇る法華を別立すれば、現在に繋 る十三宗体制となる。つまり、現代仏教の萌芽を、この法要に見出すことが出来るのである。
この中で天台宗に就いて補足すれば、 「安井御門跡（中略）御実名道恕御年二十一歳久我殿ノ御子鷹司殿養テ為
レ
子安井の御寺へ据らせらる安井の御寺ハ西園寺殿の御持のよし（中略）御門跡ハ二月堂別当御兼帯」 （史料②） 、 「花巌
長吏尊勝院兼安井道恕僧正」 （史料③ あるので、本来は華厳・真言兼学で公卿・法親王が入寺する門跡寺院 尊勝院を、当時は天台の安井門跡が兼務し いる事が判明す 。何れにせ 天台・真言共に、東大寺 務や二月堂別当を兼帯しているが故の出仕であろう。
（国府台女子学院高等部教諭（専門）近世仏教史）
